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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（メタ）アクリル共重合体、顔料、及び塩基性物質を含有するインクジェットインク用水
性顔料分散体であって、（メタ）アクリル共重合体が、メタクリル酸ベンジルと（メタ）
アクリル酸とを必須構成モノマーとし、該（メタ）アクリル共重合体を構成する全モノマ
ー量に対するメタクリル酸ベンジルと（メタ）アクリル酸との合計が８５質量％以上であ
り、酸価５０～８５ｍｇＫＯＨ／ｇであり、水酸基価が２０．０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であ
ることを特徴とする、インクジェットインク用水性顔料分散体。　　
【請求項２】
前記該（メタ）アクリル共重合体を構成する全モノマー量に対するベンジル（メタ）アク
リレートと（メタ）アクリル酸との合計が９５質量％以上である、請求項１に記載のイン
クジェットインク用水性顔料分散体。　　　
【請求項３】
請求項１または２に記載のインクジェットインク用水性顔料分散体を含有することを特徴
とするインクジェット記録用水性インク。　　　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、色材として顔料を使用したインクジェット記録用水性インクのための水性顔
料分散体及びインクジェット記録用水性インクに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来より、インクジェット記録用水性インクには、色材に染料を用いた染料インクが使
用されている。染料インクは、保存安定性に優れ、インクジェットプリンターのノズルを
詰まらせにくく、更に得られる印刷物は光沢に優れるといった数々の利点がある。しかし
、耐候性の不良により印刷物の長期間の保存ができないといったことや、耐水性、耐光性
に劣るといった、染料由来の欠点が指摘されており、近年では、耐候性、耐水性、耐光性
に優れた顔料を用いたインクジェット記録用水性インク（以下、顔料インクと略す）の開
発が進められている。
【０００３】
　通常、顔料インクは、界面活性剤や高分子分散剤等の分散剤を用いて顔料を水性溶媒中
に分散させた顔料分散体を水または水性溶媒で希釈し、これに必要に応じて乾燥抑止剤、
浸透剤、あるいはその他の添加剤を添加して調製する。しかし、顔料の分散安定性、即ち
顔料インクの保存安定性を確保しながら諸添加剤を使用してインクジェット記録用インク
適性を付与するのは容易ではなかった。
また顔料粒子は、記録媒体の表面状態の影響を受けやすい欠点があった。例えば、普通紙
や再生紙等の表面コーティングされていない紙のような記録媒体では、顔料粒子が該紙繊
維の間に入り込んでしまい、紙表面上に残りずらく、印刷濃度が得られないといった欠点
があった。また、該紙繊維の構成やサイズ剤等の処理剤の影響によりにじみや色むらが発
生しやすく、にじみや色むらの程度もまちまちであるため、均一な品質を提供することが
難しいといった欠点もあった。
また、写真印刷等に使用するインクジェット専用紙等の表面コーティングを有する記録媒
体では、顔料粒子が繊維間に入り込まないため印刷濃度は保たれるが、最も高い要求特性
である光沢性は十分でなく、印字ｄｕｔｙが異なる部分での光沢性に差があることがあっ
た。
【０００４】
　印刷濃度の改良については、数々のアプローチがなされている。例えば、アニオン性基
を直接顔料表面に結合させた自己分散型の顔料（例えばカーボンブラック）と、モノマー
単位としてベンジルメタクリレートを含む（メタ）アクリル系共重合体からなる高分子分
散剤によって水性溶媒に分散させた顔料とを水性溶媒中に分散状態で含むインクジェット
記録用水性インクが知られている（特許文献１参照）。　また、水性インクと反応液との
２液からなるインクジェット記録用水性インクであって、水性インクの高分子分散剤とし
て、（メタ）アクリル系共重合体を主鎖とし、側鎖を構成する全てのモノマー単位の５０
質量％以上が、芳香族ビニル化合物由来の疎水性官能基を有するモノマー単位であるグラ
フトポリマーを使用するインクジェット記録用水性インクも知られている（特許文献２参
照）。
【０００５】
　しかし、該文献に記載のインクで使用する高分子分散剤はいずれも酸価が高い（特許文
献１の実施例は４００、特許文献２の実施例は計算的に４００位）。通常、（メタ）アク
リル系共重合体をベースとする高分子分散剤は、水溶性を保つ目的から酸価を高めに設定
する。しかし酸価の高い高分子分散剤は粘度が高く、低粘度に調整するインクジェットイ
ンクには添加量が制約されるため、顔料の種類によっては分散させずらいといったことや
、分散安定性、保存安定性に劣るといった問題があった。また、いずれの文献に記載のイ
ンクも、インクジェット専用紙に印字すると光沢感がでないといった問題もある。
【０００６】
　顔料インク用に使用する低酸価の高分子分散剤としては、スチレン系単量体と（メタ）
アクリル酸ベンジル系単量体との合計が４０～８０モル％であり、スチレン系単量体と（
メタ）アクリル酸ベンジル系単量体との合計モル数に対するスチレン系単量体のモル数が
４０～９０％であり、かつ、酸価８５～１３５のスチレン－アクリル系共重合体が知られ
ている（特許文献３）。（メタ）アクリル系共重合体の構成成分を絞ったことで、低酸価
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でも分散安定性に優れ、かつ印刷濃度に優れたインクジェット記録用水性インクが得られ
る。
しかし該インクも、インクジェット専用紙に印字した場合、光沢感がでないといった問題
があった。
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－８８，２８７号公報
【特許文献２】特開２００４－２５５，８７０号公報
【特許文献３】特開２００４－２１７，９１６号公報
【０００８】
　従って、色剤として顔料を使用したインクジェット記録用水性インクであって、分散・
保存安定性に優れ、印刷濃度が高く、特に専用紙を使用した場合に高い光沢の得られるイ
ンクジェット記録用水性インクは未だ得られていないのが現状である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明が解決しようとする課題は、色剤として顔料を使用したインクジェット記録用水
性インクであって、分散・保存安定性に優れ、印刷濃度が高く、特に専用紙を使用した場
合に高い光沢の得られるインクジェット記録用水性インクを提供し、更に、該インク用の
水性顔料分散体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは鋭意検討した結果、特定の比率からなる、ベンジル（メタ）アクリレート
と（メタ）アクリル酸とを必須構成モノマーとを特定比率で共重合させた（メタ）アクリ
ル共重合体が、顔料分散性に優れ、インクジェット記録用水性インクとして上記諸物性を
兼ね備えることができ、前記課題を解決できることを見いだした。
即ち本発明は、（メタ）アクリル共重合体、顔料、及び塩基性物質を含有するインクジェ
ットインク用水性顔料分散体であって、（メタ）アクリル共重合体が、ベンジル（メタ）
アクリレートと（メタ）アクリル酸とを必須構成モノマーとし、該アクリル共重合体を構
成する全モノマー量に対するベンジル（メタ）アクリレートと（メタ）アクリル酸との合
計が８５質量％以上であり、酸価４０～１１０ｍｇＫＯＨ／ｇであるインクジェットイン
ク用水性顔料分散体を提供する。
【００１１】
　また、本発明は、前記記載のインクジェットインク用水性顔料分散体を使用するインク
ジェット記録用水性インクを提供する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の水性顔料分散体は、低酸価であるので分散・保存安定性に優れる。また、高い
印刷濃度を有し、特にインクジェット専用紙を使用した場合に優れた光沢性を有する印刷
物を得ることが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明において（メタ）アクリル酸とは、アクリル酸とメタクリル酸との両方を包含す
る技術用語である。同様に本発明における（メタ）アクリル共重合体とは、（メタ）アク
リル酸ベンジル系単量体と（メタ）アクリル酸とを必須成分として重合した共重合体を意
味する技術用語である。水性溶媒とは、水のみ又は水と水溶性有機溶剤との混合物で質量
換算で６０％以上の水を含有するものを言う。
【００１４】
（（メタ）アクリル共重合体）
　本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体は、ベンジル（メタ）アクリレートと（メ
タ）アクリル酸とを必須構成モノマーとし、該アクリル共重合体を構成する全モノマー量
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に対するベンジル（メタ）アクリレートと（メタ）アクリル酸との合計が８５質量％以上
であり、酸価４０～１１０ｍｇＫＯＨ／ｇである。
ベンジル（メタ）アクリレートとしては、ベンジルアクリレートとベンジルメタクリレー
トがあるが、ベンジルメタクリレートが、本発明の効果をより発現でき、且つ容易に入手
でき安価である点で好ましい。
（メタ）アクリル酸としては、アクリル酸とメタクリル酸がある。（メタ）アクリル酸は
、塩基により中和した場合の水に対する溶解度を広く制御することができ、入手がしやす
く安価であるため好ましい。
【００１５】
　本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体の構成モノマーとして、ベンジル（メタ）
アクリレートと（メタ）アクリル酸以外に汎用のモノマーを使用してもよいが、その使用
量は１５質量％未満とすることが必要である。
使用する汎用モノマーとしては、各種（メタ）アクリル酸エステル類、スチレン、アルキ
ルビニルエーテル、酢酸ビニルなどのビニル系単量体など、公知のビニル重合性単量体を
挙げることができる。本発明の水性顔料分散体は、該（メタ）アクリル共重合体を構成す
る全モノマー量に対するベンジル（メタ）アクリレートと（メタ）アクリル酸との合計が
８５質量％以上を占めており、１５％未満である汎用モノマー固有の性質はあまり発現し
ないので、大半の汎用モノマーを使用することができる。しかし、水酸基を有するモノマ
ーは、酸価が比較的高い領域（１００ｍｇＫＯＨ／ｇ前後）の組成において使用すると、
得られる（メタ）アクリル共重合体の親水性が高くなりすぎてしまい、インクジェット記
録用水性インク調製時に使用する水性溶媒の種類によっては、浸透性が高くなりすぎ、発
色濃度、光沢等の印字特性が低下することがまれにある。これは、使用する水性溶媒の種
類を適宜選択することで回避できることではあるが、（メタ）アクリル共重合体の水酸基
価を少なくとも２０．０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下となるように設計しておくと、そのような問
題を回避でき、使用する水性溶媒の種類も増え好ましい。
また、炭素原子数１４以上の長鎖脂肪族炭化水素基を有するモノマーは、発色濃度や光沢
値が安定しないことがまれにある。従って炭素原子数１４以上の長鎖脂肪族炭化水素基を
有するモノマーも、極力使用しないことが好ましい。
【００１６】
　本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体の好ましい例としては、メタクリル酸ベン
ジルとメタクリル酸とを合計９５質量％以上使用した（メタ）アクリル共重合体が挙げら
れる。９５質量％以上とすると、本発明の効果である印字濃度に特に優れるインクジェッ
ト記録用水性インクを得ることができる。中でも、メタクリル酸ベンジルとメタクリル酸
とを合計１００％使用したメタクリル共重合体が最も好ましい。
【００１７】
　本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体の酸価は、酸価４０～１１０ｍｇＫＯＨ／
ｇの範囲とすることで、該共重合体の水への親和性を高めることが出来、水性溶媒への共
重合体の分散性や、水性顔料分散体とした際の顔料の分散安定性をより高めることができ
る。中でも６０～９０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲が好ましく、５０～８５ｍｇＫＯＨ／ｇの範
囲がなお好ましい。酸価が小さすぎると、顔料の分散安定性が低下する傾向にあり、酸価
が１１０を越えて大きすぎると着色画像の耐水性や着色画像濃度も低下する傾向にあるあ
り、いずれも好ましくない。
なお、酸価とは、（メタ）アクリル共重合体１ｇを中和するために必要な水酸化カリウム
のｍｇ数を意味する。
　実質的には、ベンジル（メタ）アクリレート：（メタ）アクリル酸が８３：１７～９５
：５の範囲で使用すると、該酸価の範囲となる。
　本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体は、ベンジル（メタ）アクリレートと（メ
タ）アクリル酸が構成成分の８５％以上を占める。ベンジル（メタ）アクリレートは疎水
性の成分であるが、該範囲の酸価で中和させても十分水溶性樹脂の形態となる。
【００１８】
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　本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体の分子量は、質量平均分子量で５０００～
１０００００の範囲内であることが好ましく、１００００～５００００の範囲が特に好ま
しい。質量平均分子量が５０００未満である場合分散安定性が低下する傾向にあり、また
、分散剤の質量平均分子量が５００００を超える場合は、該樹脂を使用して得られるイン
クジェット記録用水性インクの粘度が高くなり、インクジェット記録時に、インク噴射ノ
ズルからの該インクの吐出性が低下し、印字濃度の低下を招く傾向にある。なお、上記の
質量平均分子量は、ゲル浸透クロマトグラフィー（以下、ＧＰＣと略記する。）法で測定
される値である。
【００１９】
　本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体は、公知の重合方法で得ることが出来る。
例えば、塊状重合、溶液重合、懸濁重合、あるいは乳化重合などが挙げられる。また重合
形態は、ラジカル重合、イオン重合、あるいは光重合のいずれもよい。一般的には、ラジ
カル重合開始剤を使用して、溶液重合で重合させた後、後述の（３）塩基性物質で中和さ
せ、水性溶媒中へ分散させて水性顔料分散体として使用する。
【００２０】
　本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体を使用した水性顔料分散体が、何故印刷濃
度と光沢性の両物性を兼ね備えられるのかについては定かではないが、アクリル共重合体
を構成するベンジル（メタ）アクリレートが該物性に何らかの影響を与えていると推定し
ている。
　ベンジル（メタ）アクリレートは、インクジェット記録用インクの顔料分散体の構成モ
ノマーとしては公知であり、顔料分散性や、インクジェットノズルのオリフィス面に対す
るインク濡れ性に効果があることは知られている。
しかし、本発明のように、ベンジル（メタ）アクリレートと（メタ）アクリル酸とを必須
構成モノマーとし、該アクリル共重合体を構成する全モノマー量に対するベンジル（メタ
）アクリレートと（メタ）アクリル酸との合計が８５質量％以上である構成を有する（メ
タ）アクリル共重合体を使用することで、（特に専用紙に印字したときに）印刷濃度と光
沢性の両方を兼ね備えたインクジェット記録用水性インクが得られることは、今発明で初
めて明らかとなったことである。これは、本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体は
、ベンジル基を多量に導入しているので、顔料インクとの親和性の高い親油性部分と、該
インク媒体である水性溶媒との親和性の高い親水性部分とのバランスがとれたためと考え
ている。
【００２１】
　一般に、顔料粒子が記録媒体表面に付着していれば、高い印刷濃度が得られると考えら
れている。そのためにはインク浸透性がある程度抑制されていることが望ましい。
また、光沢性は、印字物表面の平滑性を保つことで得られると考えられる。このためには
、印字面定着後の顔料の空隙を埋めるような樹脂成分の存在が好ましい。
一方でインクジェットインクは印字後すぐに乾燥、即ち、水性溶媒等の液成分は浸透又は
蒸発することが求められる。
【００２２】
　本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体は、分散安定性は保ち、且つ、印字後は、
水性溶媒と容易に分離するような親油性と親水性のバランスを有すると考えられる。従っ
て、分散安定性と乾燥性の両方を保つことができると考えられる。水性溶媒と容易に分離
するので、印字後は、記録媒体に浸透することなく顔料を取り囲むように記録媒体表面に
残って定着すると考えられ、印字濃度と光沢性の両方を得ることができたと考えられる。
【００２３】
　これは、ベンジル基以外の芳香族基では上手くいかない。理由は定かではないが、例え
ば、ベンジル（メタ）アクリレートの代わりにスチレンを使用した場合、印刷濃度は保た
れるが光沢値が下がってしまう。
【００２４】
　本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体のＴｇは、３０～８０℃の範囲にあること
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が、前記分散性や分散安定性が良好で、またインクジェット記録用水性インクの調製に使
用した場合の印字安定性が良く、着色画像の耐水性も良好な上、耐摩擦性、耐棒積み性等
の画像保存性も良好となるので好ましい。ここで、共重合体のＴｇは、各単量体のホモポ
リマーのＴｇから算術的に求められる計算値である。　
【００２５】
（顔料）
　本発明の水性顔料分散体の調製に用いる顔料としては、硫酸バリウム、硫酸鉛、酸化チ
タン、黄色鉛、ベンガラ、酸化クロム、カーボンブラック等の無機顔料、アントラキノン
系顔料、ペリレン系顔料、ジスアゾ系顔料、フタロシアニン系顔料、イソインドリン系顔
料、ジオキサジン系顔料、キナクリドン系顔料、ペリノン系顔料、ベンズイミダゾロン系
顔料等が挙げられる。これらを単独または混合して用いることができる。
【００２６】
　黒色顔料としては、耐光性に優れ、隠蔽力の高いファーネスブラック、ランプブラック
、アセチレンブラック、チャンネルブラックなどのカーボンブラックを使用するのが好ま
しい。具体的には、たとえば、ラーベン（Ｒａｖｅｎ）　７０００、ラーベン　５７５０
、ラーベン　５２５０、ラーベン　５０００　ウルトラ（ＵＬＴＲＡ）ＩＩ、ラーベン　
３５００、ラーベン　２５００　ウルトラ、ラーベン　２０００、ラーベン　１５００、
ラーベン　１２５５、ラーベン１２５０、ラーベン　１２００、ラーベン　１１９０　ウ
ルトラＩＩ、ラーベン　１１７０、ラーベン　１０８０　ウルトラ、ラーベン１０６０　
ウルトラ、ラーベン　７９０　ウルトラ、ラーベン　７８０　ウルトラ、ラーベン　７６
０　ウルトラ（以上、コロンビアン・カーボン社製）、リーガル（Ｒｅｇａｌ）　４００
Ｒ、リーガル　３３０Ｒ、リーガル　６６０Ｒ、モーグル（Ｍｏｇｕｌ）　Ｌ、モナーク
（Ｍｏｎａｒｃｈ）　７００、モナーク（Ｍｏｎａｒｃｈ）　８００、モナーク　８８０
、モナーク　９００、モナーク　１０００、モナーク　１１００、モナーク　１３００、
モナーク　１４００（以上、キャボット社製）、カラー　ブラック　ＦＷ１、カラー　ブ
ラック　ＦＷ２、カラー　ブラック　ＦＷ２Ｖ、カラー　ブラック　１８、カラー　ブラ
ック　ＦＷ２００、カラー　ブラックＳ１５０、カラー　ブラック　Ｓ１６０、カラー　
ブラック　Ｓ１７０、プリンテックス（Ｐｒｉｎｔｅｘ）３５、プリンテックスＵ、プリ
ンテックスＶ、プリンテックス１４０Ｕ、プリンテックス１４０Ｖ、スペシャル　ブラッ
ク　６、スペシャル　ブラック　５、スペシャル　ブラック　４Ａ、スペシャル　ブラッ
ク４（以上、デグッサ社製）、Ｎｏ．　２５、Ｎｏ．　３３、Ｎｏ．　４０、Ｎｏ．　４
５、Ｎｏ．　４５Ｌ、Ｎｏ．　４７、Ｎｏ．　５２、Ｎｏ．　９００、Ｎｏ．　９６０、
Ｎｏ．　２３００、ＭＣＦ－８８、ＭＡ６００、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００（以上、三
菱化学社製）、などが挙げられる。
【００２７】
　さらに、色の三原色である、シアン、マゼンタ、およびイエローの代表的な有機顔料の
中で、本発明において好適に使用できる顔料を以下に例示する。
　シアンの顔料としては、たとえば、Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ント　ブルー　２、Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　３、Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１
５、Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１５：１、Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１５：３、
Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１５：３４、Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１６、Ｃ．Ｉ
．ピグメント　ブルー　２２、Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　６０、などが挙げられる。
【００２８】
　マゼンタの顔料としては、たとえば、Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　５、Ｃ．Ｉ．ピグ
メント　レッド　７、Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　１２、Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド
　４８、Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　４８：１、Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　５７、
Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　１１２、Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　１２２、Ｃ．Ｉ．
ピグメント　レッド　１２３、Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　１４６、Ｃ．Ｉ．ピグメン
ト　レッド　１６８、Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　１８４、Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッ
ド　２０２、などが挙げられる。
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【００２９】
　イエローの顔料としては、たとえば、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１、Ｃ．Ｉ．ピ
グメント　イエロー　２、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　３、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イ
エロー　１２、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１３、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　
１４、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１６、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１７、Ｃ
．Ｉ．ピグメント　イエロー　７３、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　７４、Ｃ．Ｉ．ピ
グメント　イエロー　７５、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　８３、Ｃ．Ｉ．ピグメント
　イエロー　９３、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　９５、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロ
ー　９７、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　９８、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１１
４、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１２８、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１２９、
Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１５１、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１５４、など
が挙げられる。
【００３０】
　顔料の粒子径は、一次粒子径が１～５００ｎｍの範囲にあるのが好ましく、さらに好ま
しいのは２０～２００ｎｍの範囲である。また、媒体中に分散した後の顔料の粒子径は、
１０～３００ｎｍの範囲にあるのが好ましく、さらに好ましいのは、５０～１５０ｎｍの
範囲である。顔料の一次粒子径の測定は、電子顕微鏡や、ガスまたは溶質による吸着法、
空気流通法、Ｘ線小角散乱法などで行うことができる。分散後の顔料粒子径の測定は、公
知慣用の遠心沈降方式、レーザー回折方式（光散乱方式）、ＥＳＡ方式、キャピラリー方
式、電子顕微鏡方式などで行うことができる。好ましいのは、動的光散乱法を利用したマ
イクロトラックＵＰＡによる測定である。
【００３１】
（塩基性物質）
　本発明で使用する（メタ）アクリル共重合体は、カルボキシル基の少なくとも一部を塩
基性物質によってイオン化された形態とすることで、該共重合体の水性溶媒中への分散性
や、顔料粒子の分散安定性を発現させる。
イオン化されたカルボキシル基の最適割合は、通常３０～１００％、特に７０～１００％
の範囲に設定されることが好ましい。このイオン化されたカルボキシル基の含有割合は、
カルボキシル基と塩基性物質のモル比を意味しているのではなく、解離平衡を考慮に入れ
たものである。カルボキシル基は、化学量論的に当量の強塩基性物質を用いても解離平衡
によりイオン化された基（カルボキシラート基）の含有割合は１００％未満であって、カ
ルボキシラート基とカルボキシル基の混在状態である。
【００３２】
　前記塩基性物質に特に限定はなく、公知慣用のものを使用できる。具体的には、例えば
、アンモニア、第一級アミン、第二級アミン、第三級アミン等の有機アミン、又はアルカ
リ金属水酸化物等が挙げられる。
【００３３】
　前記塩基性物質で前記（メタ）アクリル共重合体のカルボキシル基の少なくとも一部を
イオン化することにより、カルボキシラート基の対イオンは、アンモニウムイオン又はア
ルカリ金属イオンからなる群から選ばれるカチオンとなる。
中でも、水酸化ナトリウムや水酸化カリウムの様なアルカリ金属水酸化物を使用すると、
水性顔料分散体中の顔料粒子の分散安定性が特に良好となるので好ましい。
アンモニアや前記有機アミン等の揮発性の高い塩基性物質は、印字後の乾燥性に優れ、あ
るいはインクジェット記録用水性インクの調製直後の吐出安定性に優れるが、長時間放置
及び／又は高温雰囲気下で揮散するため、水性顔料分散体及びインクジェット記録用水性
インク中の分散粒子の分散安定性が徐々に損なわれていき、分散粒子の沈降が観察される
場合がある。長期保存あるいは高温雰囲気下で使用する場合は、他の塩基性物質を選択す
るのが好ましい。
【００３４】
　本発明の水性顔料分散体は、水性溶媒中に、前記（メタ）アクリル共重合体、顔料、及
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び塩基性物質を含有する。
  本発明の水性顔料分散体において、前記（メタ）アクリル共重合体は、主に顔料を分散
させる役割を有するが、一部が自ら粒子となって存在していてもよい。また、顔料は、そ
のまま粒子として存在する他、前記（メタ）アクリル共重合体により被覆されていてもよ
く、存在形態に特に限定はない。
水性顔料分散体には、前記分散粒子が、平均分散粒径（メディアン径）が５０～２００ｎ
ｍとなる様に分散していると、保存安定性や、インクの透明性に優れ好ましい。
【００３５】
　本発明の水性顔料分散体で使用する水性溶媒としては、水、あるいは、水と水との相溶
性を有する水溶性有機溶剤からなる混合溶媒が好ましい。水溶性有機溶剤としては、例え
ば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルブチルケトン、メチルイソブチルケトン、等
のケトン類；メタノール、エタノール、２－プロパノール、２－メチル－１－プロパノー
ル、１－ブタノール、２－メトキシエタノール、等のアルコール類；テトラヒドロフラン
、１，４－ジオキサン、１，２－ジメトキシエタン、等のエーテル類；ジメチルホルムア
ミド、Ｎ－メチルピロリドン、等のアミド類が挙げられ、とりわけ炭素数が３～６のケト
ン及び炭素数が１～５のアルコールからなる群から選ばれる化合物を用いるのが好ましい
。これらの水溶性有機溶剤は、前記共重合体溶液として用いても良く、別途独立に分散工
程中において前記混合物中に含有させても良い。
【００３６】
　該水性顔料分散体中の不揮発分濃度は、１０～３５質量％が好ましく、より好ましくは
１０～２５質量％の範囲である。不揮発分濃度が１０質量％未満の場合は、顔料の分散が
低下し、３５質量％を超えると水性顔料分散体の保存安定性が低下する傾向にある。
【００３７】
　本発明の水性顔料分散体には、上記成分以外に、必要に応じて、本発明の効果を損なわ
ない範囲内で、一般の水性顔料分散体に使用される各種添加剤を添加してもよい。添加剤
としては、たとえば、ポリビニルアルコール等の高分子分散剤、界面活性剤、消泡剤、酸
化防止剤などが挙げられる。
【００３８】
　本発明においては、前記（メタ）アクリル共重合体、前記顔料、及び前記塩基性物質、
水性溶媒、および必要に応じて使用する添加剤を、公知慣用の混合機あるいは分散機を使
用して水性顔料分散体を製造する。具体的な製造方法には、たとえば、
（ａ）塩基性物質で中和した前記（メタ）アクリル共重合体の水溶液もしくは水性溶媒溶
液に顔料を添加した後、各種の撹拌、分散装置を用いて顔料を分散させた後、必要に応じ
て添加剤を添加して水性顔料分散体とする方法、
【００３９】
（ｂ）顔料と、中和前の前記（メタ）アクリル共重合体とを、ニーダー、２本ロール、あ
るいは押出式混練機等を使用して溶融混練した後、得られた混練物を粉砕する。粉砕した
混練物を、必要量の塩基性物質を含有する水中に投入し、撹拌、分散装置を用いて顔料分
散液を調製した後、必要に応じて添加剤を添加して水性顔料分散体とする方法、
【００４０】
（ｃ）メチルエチルケトン、テトラヒドロフランなどの、水との相溶性を有する有機溶剤
に、中和前の（メタ）アクリル共重合体を溶解させた溶液中に、撹拌・分散装置を用いて
顔料を分散させた後、攪拌しながら、必要量の塩基性物質を含有する水を加えて転相乳化
させる。次いで減圧下に前記有機溶剤を留去した後、必要に応じて添加剤を添加して水性
顔料分散体とする方法、
などがある。
【００４１】
　顔料を分散させるための攪拌・分散装置としては、たとえば、超音波ホモジナイザー、
高圧ホモジナイザー、ペイントシェーカー、ボールミル、ロールミル、サンドミル、サン
ドグラインダー、ダイノーミル、ディスパーマット、ＳＣミル、ナノマイザーなど、公知
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慣用の各種分散機を使用することができる。
【００４２】
（インクジェット記録用水性インク）
　本発明のインクジェット記録用水性インクは、本発明の水性顔料分散体を前記水または
水性溶媒で希釈し、これに必要に応じて乾燥抑止剤、浸透剤、あるいはその他の添加剤を
添加して調製する。
【００４３】
　乾燥抑止剤は、インクジェットプリンターヘッドのインク噴射ノズル口におけるインク
ジェット記録用水性インクの乾燥を抑止する効果を与えるものである。通常、水の沸点以
上の沸点を有する水溶性有機溶剤を使用する。
　乾燥抑止剤として使用できる水溶性有機溶剤としては、エチレングリコール、ジエチレ
ングリコール、ポリエチレングリコール、グリセリン等の多価アルコール類、Ｎ－メチル
－２－ピロリドン、２－ピロリドン等のピロリドン類、アミド類、ジメチルスルホキシド
、イミダゾリジノン等を挙げることができる。乾燥抑止剤の使用量は、溶媒が水の場合、
水１００部に対して１～１５０部の範囲で使用するのが好ましい。
【００４４】
　浸透剤は、インクジェットプリンターヘッドのインク噴射ノズルから噴射され、記録媒
体に付着したインクジェット記録用水性インクが、該記録媒体へ浸透しやすくするために
使用される。浸透剤を使用することで、水性溶媒が記録媒体に対して素早く浸透し、画像
の滲みが少ない記録物を得ることができる。
本発明に使用される浸透剤としては、エチレングリコール、１，２，６－ヘキサントリオ
ール、チオジグリコール、ヘキシレングリコール、ジエチレングリコールなどの多価アル
コール類、ペンタンジオール、ヘキサンジオールなどのジオール類、ラウリン酸プロピレ
ングリコールなどのグリコールエーテル類、ジエチレングリコールエチルエーテル、トリ
エチレングリコールモノエチルエーテル、などの多価アルコールの低級アルキルエーテル
類エタノール、イソプロピルアルコール等の低級アルコール、ジエチレングリコール－Ｎ
－ブチルエーテル等のグリコールエーテル、プロピレングリコール誘導体等の水溶性有機
溶媒、などがあげられる。これらは単独または２種以上混合して使用することができる。
２種以上を混合して使用することによって、より好ましい浸透性を得ることができる場合
がある。
　なお、浸透剤の選択によっては印字濃度にも影響がでることがあるので、本発明の（メ
タ）アクリル共重合体の構成や酸価により、該組成を調整することが好ましい。例えば、
比較的酸価があり親水性の高い（メタ）アクリル共重合体を使用する場合は、疎水性が高
く浸透性が小さい浸透剤を選択するのが好ましい。具体的には１，２－ヘキサンジオール
や１，６－ヘキサンジオールなどのアルキルジオール類のような水溶性有機溶媒を使用す
ると、印字濃度を若干高くすることができる。
【００４５】
　本発明のインクジェット記録用水性インクは、顔料の分散剤として前記（メタ）アクリ
ル共重合体を使用しており、顔料分散性を高める目的で界面活性剤を添加する必要はとく
にないが、インクの表面張力等の物性を調整する目的で、若干量の界面活性剤を添加して
もよい。界面活性剤としては、特に限定はなく、アルキルベンゼンスルホン酸塩、高級脂
肪酸塩などのアニオン界面活性剤、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエ
チレン脂肪酸エステルなどのノニオン界面活性剤、その他、カチオン界面活性剤、両性界
面活性剤など、公知慣用の界面活性剤から適宜選択すればよい。これらの界面活性剤は、
単独で用いることもでき、また、二種類以上を混合して用いることもできる。
　その他の添加剤としては、たとえば、防腐剤、防黴剤、あるいはノズル目詰まり防止用
のキレート化剤などが挙げられる。
【００４６】
　インクジェット記録用水性インク中に粗大粒子が存在すると、インクジェットプリンタ
ーのインク噴射ノズルが目詰まりする原因となるので、分散処理後に遠心分離または濾過
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等により粗大粒子を除去することが好ましい。
【００４７】
　このようにして得られる本発明のインクジェット記録用水性インクは、保存安定性、お
よびインクジェットプリンターヘッドのインク噴射ノズルからの吐出性に優れ、該インク
を使用して記録媒体上に形成されたインク被膜は、高解像度で、かつ高濃度の均一な画像
を形成できる。
【００４８】
　以下、実施例にて本発明を詳細に説明するが、これらの実施例は本発明を具体的に説明
するものであり、実施の態様がこれにより限定されるものではない。
また、合成例、実施例及び比較例において、「部」及び「％」は、いずれも質量換算であ
る。
【００４９】
［合成例１］
　メチルエチルケトン（以下、ＭＥＫと略記する。）１００部を、窒素気流中８０℃に保
ち、攪拌しながらメタクリル酸ベンジル８７．８部、メタクリル酸１２．２部、および重
合開始剤（「パーブチル（登録商標）Ｏ」〔有効成分ペルオキシ２－エチルヘキサン酸ｔ
－ブチル、日本油脂（株）製〕）６部からなる混合物を２時間かけて滴下した。滴下終了
後、４時間ごとに「パーブチル（登録商標）Ｏ」０．５部を添加し、８０℃で１２時間攪
拌した。このようにして、不揮発分５２％の、カルボキシル基を有するアクリル系共重合
体のＭＥＫ溶液（１－Ａ）を得た。該樹脂の質量平均分子量は２５０００、酸価は８０ｍ
ｇＫＯＨ／ｇであった。
【００５０】
［合成例２］
　メチルエチルケトン１００部を用い、かつメタクリル酸ベンジル９０．８部、メタクリ
ル酸９．２部及び「パーブチル（登録商標）Ｏ」６部の混合液を用いる以外は合成例１と
同様の操作を行い、酸価６０ｍｇＫＯＨ／ｇ、不揮発分５２％のアクリル系共重合体（１
－Ｂ）のＭＥＫ溶液を得た。
【００５１】
［合成例３］
　メチルエチルケトン１００部を用い、かつアクリル酸ベンジル８９．８部、アクリル酸
１０．２部及び「パーブチル（登録商標）Ｏ」６部の混合液を用いる以外は合成例１と同
様の操作を行い、酸価８０ｍｇＫＯＨ／ｇ、不揮発分５２％のアクリル系共重合体（１－
Ｃ）のＭＥＫ溶液を得た。
【００５２】
［合成例４］
　メチルエチルケトン１００部を用い、かつメタクリル酸ベンジル部８２．８部、アクリ
ル酸ブチル５部、メタクリル酸１２．２部及び「パーブチル（登録商標）Ｏ」６部の混合
液を用いる以外は合成例１と同様の操作を行い、酸価８０ｍｇＫＯＨ／ｇ、不揮発分５０
％のアクリル系共重合体（１－Ｄ）のＭＥＫ溶液を得た。
【００５３】
［合成例５］
　メチルエチルケトン１００部を用い、かつメタクリル酸ベンジル部８０．３部、　メタ
クリル酸メチル７．５部、メタクリル酸１２．２部及び「パーブチル（登録商標）Ｏ」６
部の混合液を用いる以外は合成例１と同様の操作を行い、酸価８０ｍｇＫＯＨ／ｇ、不揮
発分５２％のアクリル系共重合体（１－Ｅ）のＭＥＫ溶液を得た。
【００５４】
［合成例６］
　メチルエチルケトン１００部を用い、かつメタクリル酸ベンジル７５．８部、メタクリ
ル酸メチル１５部、メタクリル酸９．２部及び「パーブチル（登録商標）Ｏ」６部の混合
液を用いる以外は合成例１と同様の操作を行い、酸価６０ｍｇＫＯＨ／ｇ、不揮発分５０



(11) JP 5221843 B2 2013.6.26

10

20

30

40

％のアクリル系共重合体（１－Ｆ）のＭＥＫ溶液を得た。
【００５５】
［合成例７］
　メチルエチルケトン１００部を用い、かつメタクリル酸ベンジル部７５．８部、メタク
リル酸メチル７．５部、メタクリル酸２－ヒドロキシエチル７．５部、メタクリル酸９．
２部及び「パーブチル（登録商標）Ｏ」６部の混合液を用いる以外は合成例１と同様の操
作を行い、酸価６０ｍｇＫＯＨ／ｇ、水酸基価３２．５ｍｇＫＯＨ／ｇ、不揮発分５１％
のアクリル系共重合体（１－Ｇ）のＭＥＫ溶液を得た。
【００５６】
［合成例８］
　メチルエチルケトン１００部を用い、かつメタクリル酸ベンジル部７９．７部、アクリ
ル酸ブチル５部、メタクリル酸１５．３部及び「パーブチル（登録商標）Ｏ」６部の混合
液を用いる以外は合成例１と同様の操作を行い、酸価１００ｍｇＫＯＨ／ｇ、不揮発分５
０％のアクリル系共重合体（１－Ｈ）のＭＥＫ溶液を得た。
【００５７】
［合成例９］
　メチルエチルケトン１００部を用い、かつメタクリル酸ベンジル６４．７部、メタクリ
ル酸メチル２０部、メタクリル酸１５．３部及び「パーブチル（登録商標）Ｏ」６部の混
合液を用いる以外は合成例１と同様の操作を行い、酸価１００ｍｇＫＯＨ／ｇ、不揮発分
５２％のアクリル系共重合体（１－Ｉ）のＭＥＫ溶液を得た。
【００５８】
［合成例１０］
　メチルエチルケトン１００部を用い、かつメタクリル酸ベンジル５７．８部、スチレン
３０部、メタクリル酸１２．２部及び「パーブチル（登録商標）Ｏ」６部の混合液を用い
る以外は合成例１と同様の操作を行い、酸価８０ｍｇＫＯＨ／ｇ、不揮発分５０％のスチ
レン－アクリル系共重合体（１－Ｊ）のＭＥＫ溶液を得た。
【００５９】
［合成例１１］
　メチルエチルケトン１００部を用い、かつメタクリル酸ベンジル６９．４部、メタクリ
ル酸３０．６部及び「パーブチル（登録商標）Ｏ」６部の混合液を用いる以外は合成例１
と同様の操作を行い、酸価２００ｍｇＫＯＨ／ｇ、不揮発分５２％のアクリル系共重合体
（１－Ｋ）のＭＥＫ溶液を得た。
【００６０】
［合成例１２］
　メチルエチルケトン１００部を用い、かつスチレン８７．８部、メタクリル酸１２．２
部及び「パーブチル（登録商標）Ｏ」４部の混合液を用いる以外は合成例１と同様の操作
を行い、酸価８０ｍｇＫＯＨ／ｇ、不揮発分５２％のアクリル系共重合体（１－Ｌ）のＭ
ＥＫ溶液を得た。
【００６１】
　これら各合成例１～８で合成された共重合体（１－Ａ）～共重合体（１－Ｌ）のモノマ
ー組成比と酸価を表１に示した。
【００６２】
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【表１】

【００６３】
　注）表１中のＳｔはスチレン、ＢｚＭＡはメタクリル酸ベンジル、ＢｚＡはアクリル酸
ベンジル、ＢＡはアクリル酸ブチル、ＭＭＡはメタクリル酸メチル、ＨＥＭＡはメタクリ
ル酸２－ヒドロキシエチル、ＭＡＡはメタクリル酸、ＡＡはアクリル酸を意味する。数字
は、質量換算で全単量体を１００部とした時の各単量体の部数を表している。また、ＭＡ
Ａ＋ＢｚＭＡは、共重合体に占める（メタ）アクリル酸と（メタ）アクリル酸ベンジル系
単量体との合計質量％を意味する。
【００６４】
＜実施例１＞
　合成例１で得た共重合体（１－Ａ）、５％水酸化カリウム水溶液、Fastogen（登録商標
）Blue　TGR（大日本インク化学工業（株）社製銅フタロシアニン系顔料）を２５０ｍＬ
のポリビンに仕込み、混合した。ここでそれぞれの仕込量は、銅フタロシアニン系顔料が
１０部、樹脂は顔料に対して不揮発分で５０質量％の比率となる量、５％水酸化カリウム
水溶液は共重合体（Ｂ－１）の酸価が１００％中和される量、水は混合液の不揮発分を３
０％とするのに必要な量である。
混合液をペイントコンディショナー（直径０．５mmのジルコニアビーズ使用）で２時間分
散した。分散終了後、ジルコニアビーズを除いて得られた液をエバポレーターでメチルエ
チルケトンを留去した後、遠心分離処理（8200 G、30分間）して粗大粒子を除去したのち
、純水を加えて不揮発分を調整し、不揮発分２０％の水性顔料分散体（１－Ａ）を得た。
【００６５】
〈実施例２，４及び５〉
　合成例１で得た共重合体（１－Ａ）に変えて、合成例２で得た共重合体（１－Ｂ）、及
び合成例５で得た共重合体（１－Ｄ）及び（１－Ｅ）に変更した以外は同様にして、不揮
発分２０％の水性分散体、（１－Ｂ）、（１－Ｄ）及び（１－Ｅ）を得た。
＜参考例１及び比較例９～１１＞
　合成例１で得た共重合体（１－Ａ）に変えて、合成例３で得た共重合体（１－Ｃ）に変
更した以外は実施例１と同様にして、不揮発分２０％の水性分散体（１－Ｃ）を参考例１
として得た。
　また、合成例１で得た共重合体（１－Ａ）に変えて、合成例６～８で得た共重合体（１
－Ｆ）～（１－Ｈ）に変更した以外は実施例１と同様にして、不揮発分２０％の水性分散
体（１－Ｆ）～（１－Ｈ）を比較例９～１１として得た。
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【００６６】
＜比較例１～４＞
　合成例１で得た共重合体（１－Ａ）に代えて、合成例５～合成例８で得た共重合体（１
－Ｉ）～（１－Ｌ）に変更した以外は、実施例１と同様の操作を行って不揮発分２０％の
水性顔料分散体（１－Ｉ）～（１－Ｌ）を得た。
【００６７】
実施例１で得られた水性顔料分散体（１－Ａ）を使用し、下記組成に従い調整し、孔径６
μｍのフィルターで濾過して、ピエゾ方式インクジェット記録用水性インク（１－Ａ）を
調製した。
【００６８】
　水性顔料分散体（１－Ａ）　　　　　　　　　２５．０部
　ジエチレングリコールモノブチルエーテル　　１０．０部
　ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　１５．０部
　サーフィノール４６５（エアプロダクツ社製）　０．８部
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９．２部
【００６９】
〈実施例１１、１３および１４〉
　実施例１で得た水性顔料分散体（１－Ａ）に変えて、実施例２で得た水性顔料分散体（
１－Ｂ）、（１－Ｄ）及び（１－Ｅ）の同量を用いる以外は実施例１０と同様の操作を行
い、インクジェット記録用水性インク（１－Ｂ）、（１－Ｄ）及び（１－Ｅ）を調整した
。
＜参考例２及び比較例１２～１４＞
　実施例１で得た水性顔料分散体（１－Ａ）に変えて、参考例１で得た水性顔料分散体（
１－Ｃ）に変更した以外は実施例１０と同様にして、インクジェット記録用水性インク（
１－Ｃ）を参考例２として得た。
　また、実施例１で得た水性顔料分散体（１－Ａ）に変えて、比較例６～８で得た共重合
体（１－Ｆ）～（１－Ｈ）に変更した以外は実施例１０と同様にして、インクジェット記
録用水性インク１－Ｆ）～（１－Ｈ）を比較例１２～１４として得た。
【００７０】
＜比較例５～８＞
　実施例１で得られた水性顔料分散体（１－Ａ）に代えて比較例１～４で得られた水性顔
料分散体（１－Ｉ）～（１－Ｌ）の同量を用いる以外は実施例１と同様の操作を行い、イ
ンクジェット記録用水性インク（１－Ｉ）～（１－Ｌ）を調製した。
【００７１】
＜性能試験および評価基準＞
（インクジェット記録用水性インク中の顔料粒子径判定）
　試料インクに水を加えて１０００倍に希釈した後、粒度分析計（リーズ・アンド・ノー
スラップ社製「マイクロトラックＵＰＡ１５０」）を使用して、試料インク中に分散して
いる顔料の粒子径を測定し、初期粒子径とし、次の３段階の基準で判定した。
○  粒径１２０nm未満。
    △  粒径１２０nm以上１５０nm未満。
    ×  粒径１５０nm以上。
【００７２】
（水性顔料分散体の保存安定性）
　水性顔料分散体を６０℃で３０日間静置した後、前記粒度分析計を使用して、試料中に
分散している顔料の粒子径を測定した。
　測定値の初期粒子径に対する変化率が１０％以下のものを「○」、１０％を超えるもの
を「×」と評価した
【００７３】
（インクジェット記録試験（印字濃度、光沢値））
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　ピエゾ方式のインクジェットプリンタ（EM-930C、セイコーエプソン（株）製）を使用
して、記録媒体上に試料インクで描画し、印字濃度試験、及び光沢値試験を行った。記録
媒体としては、普通紙として、Ｃａｎｏｎ（株）製「Ｃａｎｏｎ ＰＢペーパー」、ある
いはＸｅｒｏｘ社製「Ｘｅｒｏｘ４０２４」を使用し、インクジェット専用紙としてセイ
コーエプソン（株）製「写真用紙光沢」を使用した。
【００７４】
ａ）印字濃度　　
　印字濃度は、専用紙について評価した。
インクジェット専用紙にベタ画像を印刷し、印字濃度測定機「ＧＲＥＴＡＧ（登録商標）
 Ｄ１９６　グレタグマクベス社製」を使用し、単一サンプルの５点について着色画像濃
度を測定し、それらを平均した値を印字濃度とした。数値が大きいほど印字濃度が良好で
あることを示しており、用紙別に次の４段階の基準で判定した。
セイコーエプソン（株）製「写真用紙光沢」
◎  印字濃度２．７以上。
○  印字濃度２．５以上２．７未満。
△  印字濃度２．０以上２．５未満。
×  印字濃度２．０未満。
【００７５】
ｂ）画像の光沢値測定　　
　専用紙にベタ画像を印刷し、光沢値測定機としてヘイズグロスメーター「BYK　Gardner
社製」を使用し、測定角度２０度で着色画像の光沢を測定した。単一サンプルの３点につ
いて測定し、それらを平均した値を光沢値とした。数値が大きいほど光沢が良好であるこ
とを示しており、次の４段階の基準で判定した。
◎　光沢値２５以上
○  光沢値２０以上。
△  光沢値１０以上２０未満。
×  光沢値１０未満。
【００７６】
ｃ）目視光沢感判定
　上記の印字試験で得た印刷物の光沢感の度合いを目視にて次の４段階の基準で判定した
。
◎  つややかで乱反射がほぼない。
○　つややかであるが乱反射が少しある。
△  つやがあるが乱反射が大きい。
×  つやがなくほとんど光を反射しない。
【００７７】
　本発明の水性顔料分散体、及びインクジェット記録用水性インクの性能試験結果をまと
めて表２に示した。
【００７８】
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【表２】

【００７９】
　なお、表２中、分散粒径はインクジェット記録用水性インク中の顔料粒子径判定を、安
定性は水性顔料分散体の保存安定性を、印字濃度は専用紙「写真用紙光沢」に印字したと
きの印字濃度、光沢値は画像の光沢測定、光沢感は目視光沢感判定を意味する。
【００８０】
　表２に示した結果から、本発明の（メタ）アクリル共重合体を使用した水性顔料分散体
は、保存安定性に優れており、インクジェット記録用水性インクは、分散した顔料の粒子
径が好適な範囲内にあり安定性に優れ、得られたインクジェット印刷物は、光沢により優
れ、高い着色画像濃度を有することが判る。特に、共重合体に占める（メタ）アクリル酸
と（メタ）アクリル酸ベンジル系単量体との合計質量％が９５質量％以上である実施例１
～４は、印字濃度が２．７以上であり、光沢値は２５以上、光沢感共に非常に優れた値を
示した。
　これに対し、比較例１、比較例２はいずれも、（メタ）アクリル共重合体を構成する全
モノマー量に対するベンジル（メタ）アクリレートと（メタ）アクリル酸との合計が８５
質量％未満である例であるが、これは印字濃度、光沢値共に低かった。比較例３は酸価が
多い例であるが、比較例４はベンジル（メタ）アクリレートを含まない例であるが、これ
は印字濃度、及び光沢値ともに低かった。
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